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【研究を行った背景及び目的】　
　① 特別支援学校高等部学習指導要領（H21.3告示）に「キャリア教育」の文言が明記され，特別支援教育に

おいても学校全体及び保護者や関係諸機関との連携・協働に基づく組織的な取組による，早期からのキャ
リア教育の推進が求められている。

　② 前研究において提案した知的障害のある児童生徒の「キャリア発達段階・内容表（試案）」について，幅
広い実態の児童生徒を視野に入れた適用が求められている。

　③ 学校現場におけるキャリア教育の推進及び充実のために，知的障害のある児童生徒の「キャリア発達段階・
内容表（試案）」を活用するためのツールと実践モデルが求められている。

【研究の内容及び結果】
　本研究では，ライフキャリアの視点から「キャリア発達段階・内容表」を見直し，キャリアプランニング・マト
リックス（試案）として改訂しました。試案で示したキャリア教育の各観点については，観点解説として，職業生活，
家庭生活，地域生活における指導・支援のポイントを解説するとともに，小・中・高等部における実践例を掲載し，
再整理しました。また，キャリア教育の視点による，一貫性・系統性のある教育課程及び授業の改善・充実のため
のツールとして，「単元における観点位置付けシート」，「授業における観点位置付け・授業改善シート」，「単元に
おいてねらうキャリアの観点シート」を，個別の教育支援計画の充実のためのツールとして「本人の願いを支える
シート」を開発し，研究協力機関において試行し，これらのツールに基づく実践モデルを提案しました。そしてこ
れらを「知的障害教育におけるキャリア教育の充実のためのガイドブック」として，まとめました。
　表１に本研究で整理した知的障害のある児童生徒の「キャリアプランニング・マトリックス」（改訂版 「キャ
リア発達段階・内容表」）（試案）を，表２（裏面）に観点解説の一部を示します。

知的障害のある児童生徒のキャリア発達を支援し，一貫性・
系統性のある教育課程や授業の充実を図るために

表１　知的障害のある児童生徒の「キャリアプランニング・マトリックス（試案）」
（改訂版　知的障害のある児童生徒の「キャリア発達段階・内容表（試案）」）
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【本研究の研究構造】
　本研究の研究成果報告書は，以下のような構成で
作成しています。
研究の目的・内容・実施状況
第１章　知的障害教育におけるキャリア教育
第２章　�「キャリア発達段階・内容表（試案）」及

び観点解説の改訂
第３章　実践モデルの提案
第４章　キャリア教育の評価
第５章　研究協力機関における実践報告
 宮城県立気仙沼支援学校の実践／東京都立青鳥特別支
援学校の実践／静岡県立静岡北特別支援学校の実践／
和歌山県立たちばな支援学校の実践／広島県立黒瀬特
別支援学校の実践／京都市立下京中学校の実践

第６章　研究のまとめと今後の課題
第７章　キャリア教育の今後の展望
資　料　キャリア教育ＦＡＱ
　　　　本研究において作成した諸ツール様式
コラム１～８

【関連情報】
　本リーフレットは，研究所で行った次の研究を基に
作成しています。なお，本研究に基づくガイドブック
をジアース教育新社より刊行予定です（平成22年８月）。

【研究課題名（研究期間）】
専門研究B　「知的障害教育におけるキャリア教育の
在り方に関する研究―『キャリア発達段階・内容表

（試案）』に基づく実践モデルの構築を目指して―」
（平成20年度～平成21年度）
　本研究に関する情報は，以下のWebページで一部
公開しています。
http://www.nise.go.jp/blog/2009/05/post_224.
html

【研究代表者／問い合わせ先】
　菊地 一文（教育支援部主任研究員）
　　e-mail  kikuchi@nise.go.jp　

表２　観点解説の一例　「将来設計能力」 やりがい，生きがい・やりがい 系列

キャリア教育の評価方法の検討

キャリア発達段階・内容表（試案）の改訂

観点解説の改訂

コアとなるツールの改訂及び開発

観点位置付けシートに関する作業

個別の教育支援計画に関する作業

キャリア教育の観点をふまえた授業づくり

研究協力校における作業

キャリア教育全体計画に関する作業

理論ベースの確認・整理

Functional Curriculum等、アメリカにおける先行研究

国立教育政策研究所等、国内における先行研究他

児童生徒の変容・成長の評価

活動及び教師側の評価

研究協力機関訪問及びＷｅｂサイト等を通した情報共有・意見交換

ツールの開発

 

 

 

表２ 観点解説の一例 「将来設計能力」 やりがい、生きがい・やりがい 系列 


